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研究成果の概要（和文）：本研究は、妊娠期における母親の「想像上の赤ちゃん」に関する表象

と、出産後における母親の「現実の赤ちゃん」に対する養育的関わり、そしてまた子ども自身

の社会情緒的発達との間にいかなる関連性があるかを縦断的に検討したものである。結果とし

て、母親の「想像上の赤ちゃん」に関する語りの特質が、生後 2 ヶ月および 6 ヶ月時点におけ

る母子相互作用の中での母親の敏感性や情緒的トーンを、また生後 18 ヶ月時点の子どものア

タッチメントの安定性を有意に予測することなどが明らかとなった。 

 
研究成果の概要（英文）：This study longitudinally examined the relations among mother ’s 

representation of her “imaginary baby” in pregnancy, her later parenting behaviors to her 

“actual baby” after childbirth, and her infant’s socio-emotional development. As a result, 

maternal narrative on her imaginary baby significantly predicted her sensitivity emotional 

tone in mother-infant interaction when her infant was 2 and 6 months old, and her infant’s 

attachment security when her infant was 18 months old. 
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１．研究開始当初の背景 

従来、特にアタッチメント研究の領域を中

心に、子どもの社会情緒的発達の質を規定す

る要因として、養育者の敏感性(sensitivity)の

豊かさが問題にされてきたと言える。しか

し、より最近の研究は、養育者の敏感性は、

子どもの種々の発達に影響する一つの要因

ではあり得ても、必ずしも最も中核的な役割

を果たすものではないという可能性を指摘

し始めている。むしろ、最近の動向は、より

影響力の強い規定因を、養育者の日常の現実

的なふるまいの中にではなく、養育者自身の

主観的な世界あるいは表象の中に見出そう

としている。 

 この動きを最も典型的に反映しているの

が、いわゆる「アタッチメントの世代間伝達」
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研究の隆盛である。それは、基本的に、養育

者の成育過程におけるアタッチメント経験

についての記憶表象の質を測定・分類し、さ

らに、その子どものアタッチメント行動の質

を測定・分類した上で、両者の間にいかなる

関連性が存在するかを問うものであるが、そ

の結果は、養育者のアタッチメントに関する

表象の質に沿って、子どもがそれに相対的に

合致したアタッチメント行動の質を形成す

る可能性を示唆している。 

さらに最近では、例えば同じ養育者のもと

で育つきょうだいが全く異なるアタッチメ

ントタイプを呈することも例外的なことで

はないことなどから、親のアタッチメント全

般に関する表象の質とは別に、親が自らの子

ども一人一人に個別に形成する表象の質を

問う必要性が主張されるに至っている。そし

て、その個別のアタッチメント表象が、親の

全般的なアタッチメント表象やそれ以外の

要因（例えば現在の夫婦関係などの社会文脈

的要因）との絡みでいかに形成され、さらに

現実の子どもとの関わりや子ども自身のア

タッチメント形成にどのように関わるかと

いうことが、既に少数ながらいくつかの研究

で検討され始めているのである。 

さらに、こうした研究の流れの中で示唆さ

れてきているのは、この養育者の個別の子ど

もに関する表象が、既に妊娠期からかなり明

瞭な形で成立しており、そして出産後にかけ

ても相対的に安定した形で連続するのでは

ないかということである。つまり、養育者の

子どもとの相互作用は、妊娠期のある時点か

ら実質的な始まりを見せており、さらにその

「想像上の赤ちゃん」に関する表象が、妊娠

期を超えて、生まれた後の現実の子どもとの

相互作用や子ども自身の発達にも一定のバ

イアスをかけ得る可能性があるということ

である。しかし、こうした可能性に関わる直

接的な証左は、一部の文化圏の限られたサン

プルにおいてしか得られておらず、また、必

ずしも綿密に計画された長期縦断研究の中

での知見ではないため、それを体系的な調査

計画に基づき、厳密に検証していく必要があ

ると考えられる。 

 

２．研究の目的 

本研究は、上述したような基本的関心に基

づき、約 3 年に亘る縦断研究の実施を通して、

妊娠期における親の「想像上の子ども」に関

する表象の質が、養育者の日常的状況におけ

る、どのような養育行動や情動表出の側面に

特に現れ、また、今度はそれらを介して、い

かに子ども自身のアタッチメント形成や社

会的適応性等に通じ得るのかを究明する。 

 

３．研究の方法 

協力者 

研究始発点においては、妊娠期の母親 45

人に調査協力依頼を行い、承諾を得、その後、

出産を挟んで母子を対象とした縦断研究を

行った。ただし、全研究期間を通して、予定

された調査すべてを実施することができた

母親は 30 人であった。母親 30 人のうち、2

ケースが双生児であった。子どもの出生順位

は、第 1子が 17ケース、第 2子が 13ケース、

第 3 子が 2 ケースであった。性別は、男児 17

人、女児 15 人であった。母親の平均年齢は

30.9 歳（SD=3.4）であった。 

 

手続き 

調査は妊娠後期、生後 2 ヶ月、生後 6ヶ月、

生後 18 ヶ月、30 ヶ月のときに実施した。各

時点での調査内容は、以下の通りであった。 

(1)妊娠後期 

妊娠後期に家庭訪問し、生まれてくる子ど

もの性格、行動、関係性などについて母親の



主観的な知覚や期待を問う約 1時間程度の半

構造化面接「Working Model of the Child 

Interview; WMCI」を母親に実施した。 

(2)生後 2ヶ月  

生後 2 ヶ月に家庭訪問し、母子相互作用場

面について約 10分間のビデオ観察を行った。

その後、乳児表情写真（「日本版 IFEEL 

Pictures」）を用いて、母親の情動知覚傾向の

測定を行った。 

(3)生後 6ヶ月 

生後 6 ヶ月に家庭訪問し、母子相互作用場

面について約 10分間のビデオ観察を行った。 

(4)生後 18ヶ月 

生後 18 ヶ月に家庭訪問し、日常場面にお

ける子どもの行動について約 2時間程度の自

然観察を行い、子どものアタッチメント安定

性の測定を行った。 

(5)生後 30ヶ月 

  生後 30 ヶ月には、母親に、質問紙を通し

て、子どもの問題行動傾向についての回答を

求めた。 

 

測度 

(1) 母親の子ども表象（妊娠期） 

 妊娠期における母親の子どもに関する表

象を評価するために、Zeanah & Benoit 

(1995) の「 Working Model of the Child 

Interview; WMCI」（以下 WMCI とする）を

使用した。WMCI は、子どもや子どもとの関

係性に関する親の主観的な知覚や経験を評

定するための約 1時間程度の半構造化面接で

ある。インタビューは、子どもの性格、行動、

発達的変化、関係性などに関する質問から構

成される。なお、妊娠期の WMCI インタビ

ューは、まだ子どもが生まれる前の時期であ

り、先行研究に従い、質問はすべて未来形で

行った。インタビュー反応は、Zeanah, et 

al.(1996)のコーディングマニュアルに基づ

いて評定を行い、さらに下位スケールごとの

評定値に基づいて、母親を以下の 3 つの表象

タイプに分類した。 

＜安定型（Balanced）＞ 

安定型の表象は、子どもについての描写が

豊かで詳細であり、またその語りは柔軟で整

合一貫しており、さらには子どもへの情緒的

関与や受容が高く、ポジティブな情緒的トー

ン（喜びや楽しさ）が強いといった特徴を持

つ。養育者は、子どものポジティブな側面の

みならず、ネガティブな側面に関してもバラ

ンスよくオープンに語ることができる。 

＜非関与型（Disengaged）＞ 

非関与型の表象は、子どもへの情緒的関与

の欠如や心理的距離の強さによって特徴づ

けられる。子どもに関する描写は乏しく最小

限であり、感情表現が乏しく、知的に冷やや

かに語られる。また、養育の敏感性や子ども

の受容が低く、子どもへの無関心が強い。 

＜歪曲型（Distorted）＞ 

歪曲型の表象は、子どもへの情緒的関与は

強く認められるものの、表象内にある種の歪

みや偏りが認められる。例えば、養育者が他

の関心事に心を奪われていたり、子どもに対

して混乱、圧倒されていたり、子どもとの関

係性において役割逆転が認められたりする。

子どもについて多くのことを語るものの、そ

の語りは、混乱し、まとまりがなく、理解す

ることが困難で、一貫性が低い。感情表現が

過剰で、特にネガティブな感情が強く表れる。 

(2)母子相互作用 

 生後 2 ヶ月、生後 6 ヶ月における母子相互

作用の自由場面について5～15分間のビデオ

撮影を行った。生後 2 ヶ月の母子相互作用は

5 分間、生後 6 ヶ月の母子相互作用は 10 分

間を評定の対象とした。以下の母親の行動特

徴について評価を行った。 

①母親のポジティブ感情（生後 2 ヶ月） 



母子相互作用で表出された母親の感情に

ついて分析を行った。5 秒間を 1 単位として、

そこでの母親の主要な感情を「ポジティブ」、

「ニュートラル」、「ネガティブ」のいずれか

に分類した。 

②母親の敏感性（生後 2、6 ヶ月） 

母子相互作用における母親の敏感性（子ど

ものシグナルを的確に読み取り、適切に即座

に応答すること）について、Ainsworth et 

al.(1972)のマニュアルに従い、9 件法で評定

を行った。 

(3)母親の情動知覚傾向 

母親の情動知覚傾向を測定するツールと

して、「IFEEL Pictures」(Emde et al., 1993)

の日本版(日本 IFEEL Pictures 研究会,2005)

を使用した。IFEEL Pictures はさまざまな

表情をした乳幼児の写真 30 枚から構成され

る。母親に写真を見せ、それぞれの写真の中

の乳幼児がどのような感情や情緒を抱いて

いると思うか、筆記による自由回答を求めた。

得られた回答は、マニュアルに基づいて、18

の情動カテゴリーに分類し、各情動カテゴリ

ー反応数を求めた。 

(4)子どものアタッチメント安定性 

生後 18 ヶ月に家庭訪問し、日常場面にお

ける子どもの行動について約 2時間程度の自

然観察およびビデオ録画を行った。訪問後、

家庭でのビデオ観察をもとに、Waters & 

Deane(1985)のアタッチメント Q ソート法

(AQS)を用いて、母子間のアタッチメント安

定性について評定した。 

(5)子どもの問題行動 

Achenbach(1992) の 「 Child Behavior 

Checklist：CBCL」の質問紙を用いて、母親

に評定を求めた。CBCL の下位尺度のうち、

子どもの内在化行動（不安／抑うつ・引きこ

もり等）と外在化行動（攻撃行動・破壊行動

等）を分析の対象とした。 

 

４．研究成果 

(1)妊娠期における母親の子ども表象の分類 

 妊娠期における母親の子ども表象は安定

型 9 人(30％)、非関与型 10 人(33％)、歪曲型

11 人(37％)に分類された。 

(2)妊娠期における母親の子ども表象と生後

の母親の行動との関連 

 妊娠期における母親の子ども表象が生後 2、

6 ヶ月における母親の行動とどのように関連

するのか、両者の関連性について検討を行っ

た。妊娠期における母親の子ども表象と生後

2 ヶ月における母子相互作用との関連を検討

するため、母親の表象タイプを独立変数、母

親の行動を従属変数とした１要因分散分析

を行ったところ、「ポジティブ感情」と「敏

感性」に対する母親の表象タイプの主効果が

有意であった。多重比較の結果、妊娠期に安

定型であった母親は、非関与型や歪曲型であ

った母親よりも、生後 2 ヶ月における母子相

互作用場面において子どもに対するポジテ

ィブ感情や敏感性がより高かった。 

同様に、妊娠期における母親の子ども表象

と生後 6ヶ月における母子相互作用との関連

についても検討を行ったところ、「敏感性」

に対する母親の表象タイプの主効果が有意

であった。多重比較の結果、妊娠期に安定型

であった母親は、非関与型であった母親より

も、生後 6 ヶ月における母子相互作用におい

て子どもに対する敏感性がより高かった。 

(3)妊娠期における母親の子ども表象と生後

の母親の情動知覚傾向との関連 

 妊娠期における母親の子ども表象が生後 2

ヶ月における母親の情動知覚傾向（IFEEL 

Pictures）とどのように関連するのか、両者

の関連性について検討を行った。 

妊娠期における母親の子ども表象と生後 2

ヶ月における母親の情動知覚傾向との関連



を検討するため、母親の表象タイプを独立変

数、母親の情動カテゴリー反応を従属変数と

した１要因分散分析を行ったところ、「注意

疑問驚き」と「その他」に対する母親の表象

タイプの主効果が有意傾向であった。しかし、

多重比較の結果、妊娠期に安定型であった母

親は、非関与型であった母親よりも、相対的

に注意疑問驚きの読み取りが多かったもの

の有意ではなかった。同様に、妊娠期に歪曲

型であった母親は、安定型であった母親より

も、相対的にその他の情動の読み取りが多か

ったものの、有意傾向には至らなかった。 

(4)妊娠期における母親の子ども表象と生後

18ヶ月の子どものアタッチメント安定性 

妊娠期における母親の子ども表象が生後

18 ヶ月における子どものアタッチメント安

定性とどのように関連するのか、両者の関連

性について検討を行った。 

妊娠期における母親の子ども表象タイプ

と生後 18 ヶ月における子どものアタッチメ

ント安定性との関連を検討するため、母親の

表象タイプを独立変数、子どものアタッチメ

ント安定性得点を従属変数とした１要因分

散分析を行ったところ、「アタッチメント安

定性」に対する母親の表象タイプの主効果が

有意であった。多重比較の結果、妊娠期に安

定型であった母親の子どもは、それ以外の母

親の子どもよりも、生後 18 ヶ月においてよ

りアタッチメントが安定していた。 

(5)母親の行動・情動知覚傾向と子どものア

タッチメント安定性との関連 

生後の母親の行動（生後 2、6 ヶ月）およ

び情動知覚傾向（生後 2 ヶ月）と生後 18 ヶ

月における子どものアタッチメント安定性

との関連性を検討するため、両者の相関分析

を行った。その結果、母親のポジティブ感情

や敏感性が後の子どものアタッチメント安

定性と有意に相関しており、生後 2 ヶ月にお

いてポジティブ感情や敏感性が高い母親の

子どもほど、また生後 6 ヶ月において敏感性

が高い母親の子どもほど、生後 18 ヶ月にお

けるアタッチメント安定性が高かった。 

また、母親の情動知覚傾向と子どものアタ

ッチメント安定性との関連については、「喜

び」や「悲哀」の読み取りが子どものアタッ

チメント安定性と有意な正相関、「思考」の

読み取りが子どものアタッチメントと有意

な負相関の傾向が認められた。 

(6)母親の子ども表象・母親の行動・子ども

のアタッチメント安定性との関連 

 妊娠期の母親の子ども表象、生後 2、6 ヶ

月の母親の行動、生後 18 ヶ月の子どものア

タッチメント安定性との関連性を検討する

ためパス解析を行った。結果、妊娠期に安定

型であった母親ほど、生後 2 ヶ月の母子相互

作用において子どもへのポジティブ感情や

敏感性が高く、また生後 6 ヶ月における敏感

性も高く、さらに生後 2 ヶ月における母親の

敏感性が生後 18 ヶ月の子どものアタッチメ

ント安定性と関連することが示された。 

 (7)母親の子ども表象と子どもの問題行動

傾向の関連 

妊娠期における母親の子ども表象のタイ

プと母親評定による子どもの 30 ヶ月時の問

題行動傾向との関連を見たところ、妊娠期に

安定型であった母親の子どもは、非関与型や

歪曲型であった母親の子どもよりも、相対的

に内在化問題や外在化問題が相対的に少な

かったものの、統計的には有意でなかった。 

(8)本研究の理論的・実践的含意 

母親の妊娠期の子ども表象の差異が母親

の養育行動への影響を介して生後 18 ヶ月時

点における子どものアタッチメントの安定

性を分けるという本研究の結果は、欧米圏に

おける先行研究に照らしても、意義あるもの

と言え、今後、その過程や機序も含め、さら



に精細に追究するに値する問題であると評

価できる。また、アタッチメントの質は虐待

等の不適切な養育と密接に関連することが

知られているが、そのことからすれば、本研

究の知見は、子どもとの相互作用が現実に始

まる以前の妊娠期の段階から、不適切な養育

に通じ得る母親のリスク因子を見出し、予防

的介入を行うための実践的方途につながる

ものとも言え、今後、発達臨床的応用という

視座からも大いに刮目に値すると言えよう。 
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